
夢実現、聴きたかった馬頭琴の音色（桜尾小学校　11月12日）
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国際連合は1950年（昭和25年）
の第5回総会で、世界人権宣言が採
択された12月10日を「人権デー」
と定めるとともに、すべての加盟国
にこれを記念する行事を実施するよ
う呼びかけています。
我が国では、毎年12月4日～12

月10日の人権デーを最終日とする1
週間を「人権週間」と定め、人権尊
重思想の普及高揚のための啓発活動
を全国的に展開しています。
全国各地で衝撃的な事件が多発し

ています。一人一人が「命の重み」
や「人としての尊厳（生きること）」
について認識し、「思いやりの心」
と「かけがえのない命」を大切にす
ることが、今まさに求められていま
す。

ご存じですか「人権週間」
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障害者の人権問題についての関心

関心のある人権問題

障害のある人とコミュニケーションを図る
機会やバリアフリーを取り入れた施設など
が増えていますが、「周囲の理解・認識の不
足」「外出の不便さ」「就労機会が少ない」
と認識されている結果です。
あなたは、どんな気持ちやアイデアでや

さしいまちにできると思いますか。

複数回答となっていますので、合計は100％を超えます。
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高齢者の人権問題についての関心

近い将来必ず自分も高齢者となるとわかっていても、20歳代～40歳代までの世代において関心が低いこと。
高齢者が大切にされないことを聞いたとき「状況によりやむを得ず」「原因があれば仕方がない」という意見
が32.6％もありました。あなたはこの結果を見てどう思いますか。
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回答者の概要
調査対象

市内に住所を有する18歳
以上の1,000人（無作為抽出）
実施方法

郵送配布・郵送回収
調査期間

6月21日～7月10日
回収数 432
回収率 43％

人権侵害の経験

高齢者が大切にされないことを聞いたとき
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子どもの人権問題では、「いじめ」、「虐待」が大きく取り
上げられます。
「いじめ」は、方法や理由に関係なくいじめられる子ども

の人権を侵害する行いです。「いじめ」をする子どもたちだけ
でなく、「いじめ」を見ているだけ、見ぬふりをするなど何も
しない子どもたちも含むみんなの問題です。いじめられてい
る子どもがいたら、あなたは、守ってあげられますか。
虐待には、身体的なもののほか、言葉による脅しや大声で

怖がらせたりする心理的なものがあります。食事を与えなか
ったり、病院へ連れて行かなかったなど子どもを放っておく
ことも虐待になります。
また、むりやり身体をさわったり、裸の写真を撮る行為も

性的虐待にあたります。
あなたは、「いじめ」や身体的・心理的・性的虐待につい

てどんな考えをもちますか。
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人　権　教　育

人間尊重の精神にあふれた人づくりを推進する
－－個の尊重を共生－－

人権教育の目的は、一人一人の個性を尊重し、さまざまな文化や多様
性を高め合う共生社会の実現を基本理念とし、豊かな人間性と様々な人
権問題を解決できる実践力をもった人間を育成することである。

学校人権教育 全教育活動を通し、人権尊重の精神がみなぎる学校づくりをする

人権問題に関する
研修の充実

学習機会を充実

情報提供と啓発活動
の充実

関係機関との連携強化

全教育活動を通した
指導の充実

啓発活動の推進

・同和問題をはじめとする様々な人権問題への正
しい理解と認識を深め、人権感覚を磨くための
研修を充実する。
・豊かな人間関係の中で一人一人の自己実現が図
られる指導をする。
・全教育活動において人権教育を推進し、民主的
で温かい人間関係の構築に努める。
・「認識力」「自己啓発力」「行動力」を培うこと
を通して、人権尊重の実践的態度を育てる指導
をする。
・授業公開や家庭・地域社会と連携した活動を通
し、人権問題解決のための啓発を図る。

・公民館の各種学校や講座・家庭教育学級・講演
会などを開催し、幅広い年齢層への学習機会の
充実を図る。
・広報誌や学習資料を利用した学習機会の情報提
供及び啓発活動に努める。
・人権に関する有効な学習資料の収集や作成に努
める。
・関係機関や各種団体との連携を密にし、効果的
な学習や啓発活動の展開に努める。

毎日の忙しい暮らしの中で、あなたの何気ない言
葉や態度が人を傷つけているかもしれません。

日　時 12月10日（日）
午後1時30分～午後3時30分

場　所 文化の里 花咲きホール
入場料 無料
第1部 童話朗読「もずの心」
第2部 弾き語りピアノミニコンサート

問い合わせ先 生涯学習課　　22 - 6845

人権週間に呼応し、童話朗読を通して人権に

ついて親しみをもってわかりやすく語ります。

社会人権教育 あらゆる機会を通し、人権に関する学習を推進する

Q1 「男のくせに」「女のくせに」「まだ子どもな
んだから」と言ったり言われたことはありま
せんか。

Q2 介護が必要な家族があるのに「世話をするこ
とを嫌だ」と言ったり言われたことはありま
せんか。

Q3 暴力を受けたり、みんなの前で恥をかかされ
たりしたことはありませんか。

Q4 いじめにあっている子を見て見ぬふりをしたり、
自分がいじめにあっているとき、周りの人が助
けてくれなかったりしたことはありませんか。

Q5 学校や家で、無断で机やかばんの中をみられ
ても我慢をしたことはありませんか。

Q6 他の国の人が戦争や飢えで困っていても、自
分とは関係ないと思ったことはありませんか。

Q7 障害のある人や、高齢者、子どもを社会的弱
者と考えたことはありませんか。

Q8 「今どきの子どもは…」と言う前に、大人自
身の生き方や現代社会のあり方について考え
直す機会は必要がない、と言ったことや言わ
れたことはありませんか。
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伊自良南小学校で培いたい行動力は、「日常生
活において人と人との関わりを大切にし、優しさ
と思いやりを常に意識できるとともに正しく行動で
きる力」である。
そのための取り組みの一つとして「心の花を咲

かせよう」を大切にしている。
毎週火曜日に「心の日」を位置づけ、児童自ら友

達のよさを見つける「やさしさ」が具現できる場と
している。
また、全教職員が児童のよさを見つけ広める機

会を多くもつようにして、常に一人一人の人権を大
切にするように心がけている。

●伊自良南小学校

本校は、人口の少ない地域でもあるため、子ど
もたちの学習活動を発表する場やコミュニケーシ
ョンを発揮する場も少ない。
そこで、目的をもって活動し「話す・聞く」力を高

め、自分の考えをはっきり話すことや、相手の意見
を聴くことで、正しい判断力を身に付け、よりよい
人間関係が培えるようにしたい。
①地域の方、祖父母、保護者を招き、総合的な学
習で学んだことを発表し、自分たちの考えを地
域に提案していく。
②グラウンドゴルフを行い、さらに地域の人との心
の通い合いを深める。

●乾小学校

富岡小学校では、人権教育における「行動力」
を次のようにとらえています。
①日々の生活の中で差別的な言動に出会ったと
き、友達の言動に惑わされたり傍観したりしな
いで「正しいことは正しい、間違っていることは
間違っている」と言える力。
②人としてよりよい生き方を考え、そうありたいと
願い、よりよい生き方を目指し主体的に行動で
きる力。
「ひびきあいの日」には、1、2年生は体験参加型
の学習、3年生は手話体験、4年生は点字体験、5
年生は障害のある人から生き方を学ぶ会、6年生
は車椅子・アイマスク・高齢者体験を行います。

●富岡小学校

「身近な人権問題を考える」（1年生）、「社会福
祉に関わる人権問題」（2年生）、「広い視野に立つ
人権問題」（3年生）の学習の時間を、年間に10時
間実施しています。
この学習を軸にして、学級の時間や道徳の時間

にも、差別が身近な生活の中にも存在することを
知り、自分の中にも同様の差別や偏見があること
を気づかせています。
また、その克服に向かって努力し、弱さを克服

しようとする生き方や、問題解決のために自ら働
きかける実践力を身に付けた生徒の育成に取り
組んでいます。

●高富中学校
本校では、相手の立場に立って考え、相手を思

いやって行動できる子を育成することを目標に、人
権教育を進めています。12月7日の「ひびきあいの
日」では、次のような授業公開を計画しています。
●1・4年生は、道徳（正直誠実・思慮反省）
●2年生は、生活科（畑の先生へのお礼の会）
●3年生は、総合（太鼓の先生との交流会）
●5・6年生は、社会科（情報・日本国憲法）
の授業を通して、人権感覚を高めたいと考えてい
ます。

●いわ桜小学校

西武芸小学校の伝統的行事「ぎんなん発表会」
を「ひびきあいの日」として実施しました。
ぎんなん発表会は、福祉体験活動や、道徳、日

常的なふれあいの中で学んできた福祉や人権に
関わる内容について学習したことを体験発表する
場です。
車椅子体験のことや、デイサービス訪問を通して

高齢者から学んだことなどを作文の朗読・体験時
の写真を使って発表しました。
また、参観者に感謝の気持ちを伝える機会とし

て「伝えよう学習したことを、届けようみんなの歌
声を」を合い言葉に、互いにひびきあい、喜び合う
ことができました。

●西武芸小学校

おいしいでしょ。
たくさん食べて大きくなってね

学校生活の中でも、
みんなで学んでい
ます。

「思いやりの心・
かけがえのない命を
大切にすること」
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美山中学校では、今年度の「ひびきあいの日」の
取り組みについて2つの企画をしています。
第1に、人権週間を利用し、人権作文の優秀作品

を3日間昼の放送で紹介します。
そして、優秀作文を聞いて、考えたことを各自生活
ノートに記入していきます。担任の教師が生徒の綴っ
た文章を集約し、是非広めたい文章についてまとめ、
2日間の昼の放送で人権同和主任が紹介します。
第2に、14日に人権啓発映画「ウイニング・パス」を

鑑賞し、障害者の問題について考え、感想を全校で
交流します。

●美山中学校

「ひびきあいの日」には、毎日の掃除等で活動して
いる縦割り班を使って「なかよし集会」を行います。
そこでは、高学年は低学年をリードできた姿、低学
年は高学年の指示にしたがって頑張った姿など、異
学年の仲間と助け合って活動できた姿を認め合うこ
とによって、人権感覚を磨こうと考えています。
●「集団の一員としての役割を自覚し、お互いに協
力しながら公正な態度で意欲的に諸問題を解決し、
仲良く生活できる」
●「一人一人の願いが集団の願いとなり、願いを実
現できるようにそれぞれの立場に応じて活動できる」
姿をめざして取り組みます。

●桜尾小学校

子どもたち一人一人に人権を尊ぶ確かな心、美し
い心、豊かな心を学校ぐるみ、家族ぐるみで広げ、深
め、発信していくことが、本校の「ひびきあいの日」で
す。
朝の読書タイムでは、教師が心温まるお話、人にや

さしいお話を読み聞かせます。
授業では、一人一人の考えや意見を大切にした学

び合いを公開します。
そして、懇談会では、子どもたちの様子から、子ども
たちの思いやりや優しさを具体例で紹介しながら、大
人が見守り、手本となって育んでいくことの大切さを
話し合います。

●富波小学校

本校は「ひびきあいの日」を12月11日（月）とし、全
校朝会を開き、各学級での取り組みを発表し、全体
では、望ましい言葉遣いや仲間づくりについてまとめ
ます。
これまでに、生活目標との関連を図りながら、「楽し
い仲間づくり」や「美しい言葉のかけあい」ができるよ
うにしてきました。そして、相手を思いやる美しい言葉
で人権意識を高めてきました。また「ひびきあいの日」
までに、全校で「楽しい仲間づくり」「美しい言葉」に
ついて実態把握や道徳の授業参観を実施します。

●大桑小学校

●山県市指定研究推進事業で、研究内容に道徳
の時間を設定し、校内授業研究や地域連携の
道徳教育推進を図る。
●道徳、総合的な学習の時間などで、積極的に地
域の方とふれあい、誰とも快くかかわることが
できるようにする。
●道徳の授業を通して、誠実に自己をふりかえり、
偏見や差別意識に気づき、それを許さない心情
を育てる。

〈研究指定校公表会　12月1日（金）〉

●伊自良北小学校

「人権週間」を11月12日（日）～17日（金）に位
置づけ、ねらいを「日常生活において、人と人との
かかわり合いを大切にし、優しさと思いやりを意
識できるとともに、正しく行動できる態度を育てる」
としました。また、12日は家族参加日になっており
「ひびきあいの日」を位置づけました。

●高富小学校

一致団結声をかけ合う仲間

平成17・18年度

山県市教育委員会「分かる授業・心の教育」
研究主題：豊かな心をもち

たくましく行動する子の育成
－道徳教育の指導を通して－

ひびきあいの日の日程

・保護者の方は児童と共に登校
・校門でP T A本部の人、児童
会運営委員、教員であいさつ
運動の実施

登 校 時

授業参観

PTA
教育講演会

1. 2時間目

3. 4時間目

・道徳、算数（ティームティーチン
グ）などの授業

講師　高橋良明氏
（金メダリスト 高橋尚子選手の父）
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うれしさいっぱい。体を使ってお出迎え

相談してください

最近では、児童・生徒間における「いじ
め」問題や子ども、高齢者、障害者、女
性、病人など弱者に対する虐待、夫婦、親
子対立や不和による人権侵犯が目立ってい
ます。また、地域での差別など「差別」の
言葉も少ないわけではありません。
こうしてみると、毎日生活していく中で

「これは人権問題だろうか」と感じること
が多くなるでしょう。
あなたは、一人ではありません。あなた

には困った時、相談や話を聞いてくれる人
がいます。

社会福祉課 22 － 6837

子どもの人権110番 0570 － 070 － 110
女性の人権ホットライン
（岐阜地方法務局人権擁護課内）

0570 － 070 － 810

人権問題や悩み事でお困りの人は、
市の人権擁護委員、または最寄りの法
務局にご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

［人権擁護委員］

鷲見　俊邦　　　　　22－1667
尾関　千代子　　　　22－2957
西村　純子　　　　　27－2156
若井　紀子　　　　　22－4416
桐山　五十鈴　　　　36－3453
鬼頭　　勇　　　　　36－3472
臼井　敏雄　　　　　55－2029
山田　隆司　　　　　52－5341

［岐阜地方法務局］（岐阜市金竜町）
人権擁護課　　058－245－3181

〈20数年間継続している「岐阜希望が丘養護学
校」との交流〉
先方への訪問や本校へ迎えて交流をしている。
本年度、3年生は5月1日、2年生は6月28日、1

年生は12月13日で計画。1年生との交流では、事
前に2・3年生がクリスマスカードを作り、当日1年
生が持参しプレゼントとして手渡すことになってい
る。
生徒たちは、ともに楽しむという意識で活動し、

その中で、希望が丘養護学校の仲間から「精一杯
生きる」ことを学ばせていただいている。
両校の生徒が互いに顔と名前を覚え、交流を心

待ちにしている。

●伊自良中学校

梅原小学校では今年度、12月6日を「ひびきあい
の日」と位置づけています。
この日を含む人権週間中には図書館祭りが計画
されており、担任による心に響く図書の読み聞かせ
を行います。また、児童のノート展を開催し、子ども
たちがお互いのよさを認め合い、もっとよい作品を
作っていこうとする行動力を身につけていってほし
いと考えています。
「ひびきあいの日」当日は、「お互いを大切にする
ということ」という意図で全校朝会をもちます。

●梅原小学校

ぜんぶ聞いて
今日あった出来事

話したいことはもちろん
言いにくい話もあるの
聞いてくれる人があったら
たくさん話せると思うの

ぜんぶ話して
今日あった出来事

楽しかったこと聞かせてよ
気になったこと教えてよ
話してくれる人がいたら
たくさんの話聞けると思うよ

いちばん身近な家庭の中で話す
機会を増やしましょう。

ぜろななぜろのひゃくとおばん

ゼロナナゼロのハートライン



7 広報やまがた 2006.12

九
月
二
十
九
・
三
十
日
、各
地
域
で
開

催
し
た
市
民
懇
談
会
と
関
係
団
体
懇
談

会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
約
三
百
人

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
カ
ー
ド
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
山
県
市
の
再
発
見
」
と
言
え
る
多

く
の
意
見
や
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
一

部
で
す
が
紹
介
し
ま
す
。

い
た
だ
い
た
意
見
や
課
題
は
、
地
域

福
祉
推
進
計
画
書
の
中
で
発
表
し
ま
す
。

●
近
所
の
人
が
自
分
の
子
ど
も
で
な
く

て
も
か
か
わ
っ
て
く
れ
る
。

●
「
電
気
が
点
い
て
な
い
け
ど
大
丈
夫

か
？
」
と
か
、
車
が
停
ま
っ
て
い
た

ら
「
ど
こ
の
人
が
来
て
い
る
の
か

な
？
」
と
気
に
し
て
く
れ
る
近
所
の

人
が
い
る
の
で
、
ま
ち
と
は
違
う
と

っ
て
も
良
い
所
だ
と
思
う
。

●
人
と
の
交
わ
り
に
温
か
さ
を
感
じ
る

●
転
入
者
が
う
ま
く
と
け
あ
え
る
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

●
親
同
士
で
情
報
交
換
で
き
る
場
の
提
供
。

●
世
代
間
交
流
で
き
る
場
が
ほ
し
い
。

●
子
ど
も
と
遊
ぶ
と
、
お
年
寄
り
が
楽

し
め
る
。
子
ど
も
か
ら
パ
ワ
ー
が
も

ら
え
る
。

●
親
が
自
治
会
に
入
ら
な
い
か
ら
子
ど

も
が
行
事
に
参
加
で
き
な
い
。

●
地
域
性
の
崩
壊
・
個
人
主
義
・
都
会

的
な
所
が
あ
る
。

●
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、
避
難
所
に

身
障
ト
イ
レ
が
な
い
と
困
る
。

●
高
齢
者
は
資
源
回
収
が
大
変
。

●
健
康
が
一
番
幸
せ
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
福
祉
は
住
民
が

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
出
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
。

●
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
発
。

●
人
口
流
出
（
特
に
若
い
人
）
が
多
く
、

少
子
化
が
深
刻
で
あ
る
。
若
い
人
に

残
っ
て
も
ら
う
た
め
に
何
か
手
を
打

つ
必
要
が
あ
る
。

●
若
い
夫
婦
が
住
み
た
い
と
い
う
こ
と

が
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

●
郷
土
料
理
を
発
掘
し
て
次
世
代
に
伝

え
て
い
き
た
い
。

●
高
齢
化
が
進
ん
で
祭
り
が
で
き
な
い
。

●
高
齢
者
は
社
会
貢
献
を
は
た
せ
る
こ

と
を
生
き
が
い
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
生
涯
現
役
で
い
き
た
い
。
楽
し
く
歳

を
重
ね
ら
れ
た
ら
い
い
。

●
高
齢
者
の
方
々
が
地
域
の
見
守
り
と

い
う
も
の
を
た
ち
あ
げ
て
く
れ
た
。

●
不
審
者
に
対
し
て
は
、
地
域
の
力
を

借
り
る
し
か
な
い
。

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
大
事
だ
が
、
地
域

は
地
域
の
人
で
守
る
べ
き
。

こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
講
演
会
や
中
学

二
年
生
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
懇
談
会
、

意
見
カ
ー
ド
か
ら
、
山
県
市
に
住
み
続

け
る
た
め
の
生
活
課
題
の
解
決
、
そ
し

て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
る
市
民
会
議
（
関
係
団
体
、

市
・
社
協
職
員
も
加
わ
り
ま
す
）
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
を
見
つ
め
直
し
、
将
来
を
夢
見

て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
皆

さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

健
康
・
医
療
・
福
祉

自
然
・
居
住
環
境

ま
ち
づ
く
り
・
雇
用

安
全
交
通

※申し込みに際して得た情報は、市民会議開催および地域福祉推進以外には使用しません。�

■参加できる人／市内在住在勤、通学している18歳以
上で、下記の市民会議に続けて参加できる人�
■募集人数／15人程度（応募多数の場合は抽選）�
■申し込み方法／社会福祉課・伊自良支所・美山支所、
社会福祉協議会へ直接お越しになるか、郵送・FAX・
電子メールでお申し込みください。�
■記入事項／「山県市地域福祉推進市民会議参加希望」
と明記①住所②氏名③年齢④職種⑤車イスの介助な
どが必要であればその旨を明記し社会福祉課または
社会福祉協議会へお送りください。�
■申込期間／12月1日（金）～12月12日（火）�
■申込・問い合わせ先�

地域福祉推進共同事務局�
　〒501-2192　高木1000番地1　山県市役所社会福祉課�
　　　　22-6837　　　　22-6841�
　　　　　 s-fukushi＠city.gifu-yamagata.lg.jp�
　〒501-2259　岩佐1177番地1　社会福祉協議会�
　　　　52-3010　　　　52-2941�
　　　　　 community＠y-shakyo.or.jp

参加しよう！みんなで創る地域福祉推進計画！�

市民会議開催予定日時（平成18年度中）

回　数 日　　時 場　　所

第1回

第2回

第3回

1平成19年1月16日　
午後1時30分～3時30分
平成19年2月26日　
午後1時30分～3時30分
平成19年3月20日　
午後1時30分～3時30分

市役所3階大会議室

市役所3階大会議室

ふれあいセンター
3階ボランティア室

（火）

（火）

（月）



8広報やまがた 2006.12

区 分

期末手当

・

勤勉手当

退職手当

（国制度と同じ）

扶養手当

（国制度と同じ）

住居手当

（国制度と同じ）

通勤手当

（国制度と同じ）

管理職

手当

特殊勤務

手当

時間外勤

務手当

（支給率）
退 職 区 分 自 己 都 合 勧奨・定年
勤続 20 年 21.00月分 27.30月分
勤続 25 年 33.75月分 42.12月分
勤続 35 年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他加算措置　定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
平成17年度1人当たり平均支給額　　 12,588千円

支給対象職員数　187人 平均支給月額　21,000円

支給対象職員数　58人　 平均支給月額　19,500円

支給対象職員数　325人 平均支給月額　4,900円
（支給率）

部長等 課長等 主幹等
給料月額の15％

手当の種類

支 給 単 価

支 給 総 額

職員1人当たり
平均支給年額

1種類（出動手当）

救命救急士として出動1回につき700円
平成 17 年度
平成 16 年度
平成 17 年度
平成 16 年度

62,637千円
77,288千円
219千円
254千円

出動1回につき500円

給料月額の10％ 給料月額の5％
支給対象職員数　66人　 平均支給月額　38,000円
職員全体に占める手当支給職員の割合　　 11.2％
支給対象職員数　52人 平均支給月額　3,800円

配偶者 月額13,000円
配偶者以外の扶養親族のうち2人までそれぞれ

月額06,000円
（職員に扶養親族でない配偶者がある場合はそのう
ち1人について） 月額06,500円
職員に配偶者のない場合は扶養親族のうち1人

月額11,000円
その他の扶養親族 月額05,000円
16歳～22歳までの子の加算 月額05,000円

借家・借間に係る手当
月額12,000円を超える家賃を負担している職員
に対して家賃額に応じて27,000円以内
自己所有住宅に係る手当
月額2,500円（取得後5年を経過するまでの間に限る。）

交通機関等利用者
運賃相当額に応じ 支給限度額　月額55,000円
自動車等使用者　片道2㎞以上の使用者に対して、
距離に応じ 月額2,000円～24,500円

内　　　　　　容
（支給割合）

期 別 期末手当 勤勉手当
1.4月分

（6・7級は1.2月分）
0.725月分

（6・7級は0.925月分）

1.6月分
（6・7級は1.4月分）

0.725月分
（6・7級は0.925月分）

3.0月分
（6・7級は2.6月分）

1.45月分
（6・7級は1.85月分）

6月期

12月期

計

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有
（国制度と同じ）

（9）職員手当の状況 （平成18年4月1日現在）

（10）特別職の報酬等の状況 （平成18年4月1日現在）

区　分

給

料

報

酬

市　長
助　役

議　長
副議長
議　員

月　　額
825,000円
680,000円

378,000円
340,000円
320,000円

期末手当支給割合
6月期　　2.125月分
12月期　　2.325月分
計　　　4.450月分
6月期　　2.125月分
12月期　　2.325月分
計　　　4.450月分

（1）勤務時間の状況 （平成18年4月1日現在）

正規の勤務時間 1週間あたり40時間、1日につき8時間
開始 8 : 30 ／　終了 17 : 15
10 : 00～10 : 15 および15 : 00～15 : 15
12 : 15～13 : 00

開始・終了時刻
休息時間
休憩時間

（2）年次有給休暇の状況 （平成17年1月1日～12月31日）

制度の概要 平均取得日数 平均取得率
1年につき20日付与、翌年に
限り20日を限度として繰越可 19.3％7.7日

（3）時間外勤務の状況 （平成17年度）

対象職員数
312人

平均時間外勤務時間数
80.1時間

（4）育児休業の状況 （平成17年度）

新たに育児休業した職員数 前年度から引き続き育児休業した職員数
3人11人

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）職員研修の実施状況 （平成17年度）

研 修 区 分 受講者数 研 修　内　容　等

37人 新規採用職員、係長級、課長補佐
級、課長級等

186人 法制度講座、複式簿記講座等
8人 自治大学校、市町村アカデミー等

階層別研修

課題別研修
派遣研修

（2）勤務成績の評定の実施状況 （平成17年度）

評定の時期
評定の対象職員

評定項目等

11月1日
全職員（育児休業者及び休職者を除く。）
態度（責任感、積極性、協調性など）および能力
（企画、判断、知識など）について4段階評価

6．職員の研修及び勤務成績の評定の状況

区　　　　　　分 件　　数
勤務条件に関する措置要求 0件
不利益処分に関する不服申し立て 0件

8．公平委員会に係る業務の状況 （平成17年度）

（1）職員の健康診断の実施状況
全職員を対象に年代別健康診断を実施し、健康管理に努めました。

（2）共済制度
岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活の安定と福祉の

向上を図っています。
また、会員（職員）の掛金と市からの助成金（平成17年度実績

3,695千円）で運営する山県市職員互助会を組織し、福利厚生事業
の充実を図っています。

7．職員の福祉及び利益の保護の状況

区　　分 処分者数 処分内容及び事由

減給（公物処理不適正）
0人
1人

分限処分
懲戒処分

4．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成17年度）

区　　分 許可件数 主 な 許 可 内 容
岐阜県との相互協力のた
めの職員として、県の職
員に任命された場合ほか
統計調査員

15件

18件

職務専念義務の免除

営利企業等の従事

5．職員の服務の状況 （平成17年度）

※期末手当には、20％の加算措置があります。

※支給対象者数と平均支給月額については、普通会計における
平成18年4月1日現在の数値です。

（3）公務災害の発生状況 （平成17年度）

公務上の災害
通勤による災害

3件
0件
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採用者数

1人

退職者数

4人

事由別退職者数

定年退職 勧奨退職 普通退職

2人 0人　 2人

（1）職員の採用・退職の状況 （平成17年度）

1．職員の任免及び職員数に関する状況

住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額 A 実質収支 人件費 B
人件費率
（B／A）

平成16年度
の人件費率

31,143人 14,911,029千円 608,531千円 2,930,091千円 19.7％ 20.1％

（1）人件費の状況 （平成17年度普通会計決算）

2．職員給与の状況

職種区分 受験者数
最　　終
合格者数

平成18年4月
1日採用者数

一 般 行 政 08人 01人

土　　　木 02人 01人

社会福祉士 03人 01人

保　育　士 37人 02人

消　防　職 07人 03人

01人

01人

01人

02人

03人

（2）競争試験の状況 （平成17年度）

※人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

職員数
（A）

給　　与　　費

1,433,017千円

給　料

207,184千円

職員手当

581,247千円

期末・勤勉手当

2,221,448千円

計（B）
1人当たり給与費
（B／A）

388人 5,725千円

（2）職員給与費の状況 （平成18年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

区　　　分 決定初任給 採用2年経過日初任給

一般行政職
170,200円（170,200円）183,800円（183,800円）大学卒

高校卒 138,400円（138,400円）148,000円（148,000円）

（5）一般行政職の初任給状況 （平成18年4月1日現在）

※（ ）内は国家公務員の額を表しています。

区　分 1級

58

15.3

16.8

75

19.8

21.3

46

12.2

10.4

52

13.7

13.1

77

20.3

20.0

60

15.8

15.5

11

2.9

2.9

379

100

100

2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

主事 主任 主査 係長
課長
補佐

課長
主幹

部長
次長

標準的な
職務内容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構
成比（％）

（7）一般行政職の級別職員数と構成比 （平成18年4月1日現在）

平成15年度 平成16年度

93.9 91.6

平成17年度

91.7

（3）ラスパイレス指数の状況　　　　　　 （一般行政職）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 332,200円 43.8歳

技能労務職 232,300円 53.2歳

（4）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成18年4月1日現在）

区　分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

241,300円 300,400円 373,500円

202,100円 241,600円 307,200円高校卒

一
般
行
政
職

大学卒

（6）経験年数・学歴別平均給料月額
（平成18年4月1日現在）

区　　分

職　員　数（A）

合　計 一般行政職 技能労務職

411人 375人 36人

69人 69人 0人

16.8％ 18.4％ 0％比率（B／A）

普通昇給期間を短縮し
て昇給した職員数（B）

（8）昇給期間短縮の状況 （平成17年度）

「山県市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の給与や勤務条件など
人事行政の運営状況を次のように公表します。 問い合わせ先 秘書広報課　　22- 6821問い合わせ先

部　　門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業等

会計部門

職員数（人）
平成17年

4
67
18
106
24
17
9
29
274
61
51
112
15
11
26
412

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
小 計
教 育
消 防
小 計
水 道
その他
小 計

合　　計

平成18年
4

退職者不補充
徴収対策部門強化のための増
地域包括支援センター設置に伴う所属変更

組織改革に伴う減

組織改革に伴う増

常備消防業務の充実のための増

地域包括支援センター設置による増

65
19
103
24
16
9
30
270
61
54
115
15
16
31
416

対前年
増減数

主な増減理由

（3）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

※職員数は一般職員に属する職員（教育長を含む）の数であり、地方公務員の身分
を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

0
△2
1

△3
0

△1
0
1

△4
0
3
3
0
5
5
4

※山県市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
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11月1日（水）、伊自良地域の小倉に農産物直
売所「てんこもり」（代表佐野峰生さん）がオー
プンしました。
野菜、市内の養豚場の肉、豆腐、製麺（め

ん）工場などから直売所に出荷する生産者は現
在150人の登録数と活気があふれています。コ
ーナーには「ぎふクリーン農業」で作られた新
鮮野菜などが並びます。
併設されたレストランでは、モーニングセッ

トや市内産に限定した各定食が人気を呼んでい
ます。

まごごろ込めて育てた新鮮物　
市内の農家で取れた野菜と加工品

「いこいの広場」では、市内の60歳以上の高
齢者を対象に介護予防などの目的で、健康体操
や歌などを通して交流を深めながら楽しまれて
います。
このほど、「いこいの広場」の活動発表会

（NPO法人どんぐり会主催）が美山地域と高富、
伊自良地域の2会場に分けて行われました。
活動発表会の出し物は自分たちで企画し、舞

台衣装や髪飾りなども考案。活き活きとした発
表に会場からは温かい拍手が送られました。

元気を発表　
友達のおかげで健康です

げんきいっぱい。いつまでも健康で

野菜を練り込んだ手作りパンの
モーニングセット。
「今日は、紫芋（むらさきい

も）のトースト。甘みがあってお
いしいです」

「クリーン農業」コーナーに
はお米もあります。

季節の野菜がたくさんならんで
います。

連柿の柿もあります。

消費者・地域の皆さん
・�

生産者との交流を大
切�

にしたいです�
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「地域の高齢者の栄養管理も、地域住民で考
える」と北山地区『のぎく会（代表三島雅春さ
ん）』のメンバーは、毎月1回の配食を行ってい
ます。
「高齢者世帯は、簡単なメニューになりがち

で栄養のバランスが取りづらい」と発案者の島
田香（北山郵便局勤務）さん。
「仲間とのコミュニケーションや訪問先での

会話、喜ぶ人の顔が見られることが何よりも楽
しみです」とこのほかにもたくさんのボランテ
ィア活動をされる皆さんです。

やらせていただく　楽しさ　
北山地区のぎく会

10月18日（水）、第19回全国健康福祉祭しず
おか大会「ねんりんピック静岡2006」ソフトバ
レーボールの部に、岐阜県代表で出場されるア
ナクシメネスチーム（早矢仕　代表）が市長を
表敬訪問されました。
アナクシメネスはギリシャ語で、空気の意味。

「このメンバーは、いつしか空気のような存在。
なくてはならない大切な人たちなんです」と早
矢仕さん。
チームワークの良さがうかがえました。優勝

目指してがんばってください。

出場おめでとう　
アナクシメネス　チーム

11月5日（日）、大桑にある「あしたの会自然
の家」が第8回感謝祭を開催。
市内外から1,200人が訪れ、イベントや日用

品・飲食店バザー、ゲームコーナーなど多くの
催しで賑わいました。
「ありがとうございます。この施設がここに

あるのは地域の皆さんのおかげ、感謝の気持ち
を形にと毎年行っています。来てくださる人や
ボランティアでかかわってくださる人が年々増
えることが私たちの心の支えにもなります」と
職員の南雅晴さんは話されました。

地域に感謝　ありがとう　
支えてくださるお返しに

優勝目指してがんばってきます

五目ご飯、たくさんの具を入れて作りました

この喜び　大空に響け！
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「いざ」という時のために　
家庭の防火は女性の手で

10月29日（日）、小学校・PTA・公民館の共同で開催
された、いわ桜小学校区ふるさと祭り。
ワークショップには、公民館から各講師を招き、杉板

を使った木工クラフトやサツマ芋を使ったお菓子作りな
ど9種類を用意され、児童が参加したい所に保護者と地
域の人も加わり、会話を弾ませながら楽しみました。

みんなで楽しみました
地域のいいところ再発見

10月22日（日）、美山中央公民館で第4回山県市女性
防火研修会が行われ、関係者350人が参加しました。
てんぷら火災初期消火訓練など4つの実技研修のほか、
神戸協同病院の院長上田耕蔵氏を招いて「災害ストレ
ス」と題した防災講演を聞きました。
「実技の研修は、覚えておくと役に立つと思います。

ただ、地震の時に火を消して、子どもを抱えて逃げるこ
とが冷静にできるかが心配です」と話される参加者もあ
りました。

11月3日（祝）花咲きホールで、地域の人を招いて伊
自良中学校合唱祭が行われました。
細かい音程へのこだわり、少人数での練習方法を見つ

け取り組んできた仲間。
この日は、合唱を通して支え合ってきた仲間への感謝

の気持ちを伝える歌声が会場内に響きました。
「今までの取り組みがステキな姿となりました。今日

をゴールではなくスタートにしたいです」と印象的な村
橋合唱文化委員長のあいさつがありました。

大成功　ここから新たなスタート　
愛が奏でるハーモニー

10月21日（土）、22日（日）に市総合体育館でスポレク
ぎふ’98記念ソフトバレーボール第8回山県市大会が開
催されました。
記念大会とあって、大阪府や石川県などの県内外から

48チームの参加がありました。
シルバークラスとブロンズクラスに分かれ交流を深め

ながら試合が行われました。
大会結果
シルバークラス　優勝　スタークラブ
ブロンズクラス　優勝　デビげじ

対戦相手でも　仲良く　
やる気！元気！活気！in 山県

白熱した試合　決まれアタック！

火が出てもあわてない！ 落ち着いて消火活動

折り紙から夢がふくらむ。何ができるかな？

心を一つに　響くみんなのハーモニー
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問い合わせ先　健康課　　22―6839

春
に
行
わ
れ
た
学
校
歯
科
健

診
で
、
小
学
六
年
生
の
二
十

五
％
、
中
学
生
の
三
十
七
％

に
歯
周
病
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

歯
周
病
に
気
を
つ
け
る
の
は

「
四
十
歳
か
ら
で
十
分
」
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

歯
周
病
も
生
活
習
慣
病
の

ひ
と
つ
。
肥
満
・
高
血
圧
・

糖
尿
病
な
ど
と
共
に
歯
周
病
も

低
年
齢
化
し
て
い
る
の
で
す
。

通
院
医
療
費
の

一
割
は
歯
科
疾
患

市
の
国
民
健
康
保
険
の
加

入
率
は
約
四
十
％
。
今
年
五

月
の
通
院
医
療
費
は
約
一
億

六
千
万
円
で
し
た
。
そ
の
う
ち

の
一
割
は
歯
科
疾
患
が
占
め
て

い
ま
す
。

老
い
も
若
き
も
た
か
が
歯
の

病
気
な
ん
て
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
時
代
で
す
。

保
育
園
で
は
歯
を
磨
く
意
識
付

け
に
年
一
回
歯
み
が
き
教
室

を
実
施

小
中
学
校
で
は
正
し
い
歯
の
磨

き
方
を
個
別
で
学
ぶ
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
を
年
一
回
実
施

乳
幼
児
の
は
み
が
き
健
診
で
フ

ッ
素
塗
布
を
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
毎
月
実
施

年
中
児
〜
中
学
三
年
を
対
象

に
毎
日
な
い
し
週
一
回
、
園

や
学
校
で
フ
ッ
化
物
溶
液
の

う
が
い
を
実
施

三
・
四
ヶ
月
児
の
母
親
を
対
象

に
、健
診
時
む
し
歯
菌
テ
ス
ト

を
実
施

成
人
を
対
象
に
、
基
本
健
診
結

果
説
明
時
に
歯
科
健
診
を
実

施
高
齢
者
を
対
象
に
、い
こ
い
の

広
場
で
歯
の
手
入
れ
に
つ
い

て
個
別
指
導
や
教
室
を
実
施

要
介
護
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て

歯
の
手
入
れ
の
指
導
を
実
施

軽
い
歯
肉
炎
は
歯
み
が
き
で

治
せ
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
を
上
手

に
使
っ
て
自
分
の
歯
に
合
っ
た

磨
き
方
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
歯
の
手
入
れ
や
フ

ッ
化
物
塗
布
な
ど
の
指
導
や
歯

み
が
き
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
歯
の
健
診
を
受
け

て
自
分
の
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
健
康
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

22
―

6
8
3
9

健康な歯肉

進行した歯周病 歯肉炎の歯肉

歯垢はついていないかな？きれいに磨けたね

〈歯みがき〉歯みがきの目的は
歯の表面の歯垢を取り除くこと。

☆歯ブラシの毛先で歯垢を落とす
☆毛先を歯の面に直角に当てる
（歯は球面なので正面からだけでなく歯ブ
ラシを縦にして斜めからも磨くとよい）
☆軽い力で小刻みに動かす
（ゴシゴシと磨いていませんか、力を入れ
ると毛先が曲がってきれいに磨けません）
☆小学校低学年までは仕上げ磨きをする

〈フッ化物の応用〉
フッ素塗布の効果は歯質の強化と口

の中の酸産生を抑えることで、高いむ
し歯予防効果を発揮する。
☆フッ素塗布（歯科や集団で）
☆フッ化物洗口（保育園・学校）
☆フッ素入り歯みがき剤の使用

色 …うすいピンク色。
形 …歯と歯の間に鋭

く入り込んでい
る。

感触…引きしまり歯に
ピッタリついて
いる。

出血…出血しない。

出血…指で軽く押した
り、歯みがき程
度の軽い刺激で
出血しやすい。

歯と歯肉の境
目に歯石がた
まっています。
歯石は歯垢が
石灰化して硬
くなったもの
です。

“見えない歯石”が怖
い歯肉の表面より下
の歯周ポケット（歯と
歯肉の境目の病的な
溝）の中にできる歯
石は、外から見えま
せんが、歯周病の原
因菌をつけやすいた
め、見えないところで
歯周病を進行させま
す。

おいしいものが
食べられるのも

楽しいおしゃべりが
できるのも
すてきな笑顔で
いられるのも

よい歯が
あってこそ！

色 …赤っぽい、赤紫
色。

形 …丸み厚みを持
ってふくらん
でいる。

感触…ブヨブヨとし
て引きしまっ
ていない。
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金銭的管理� 財産管理�

適切な介護サービスの契約�

などができない人を�

今は元気なので何でも決められるが、将来認知症になっ�
たときのことが心配だ。�

信頼できる人と任意後見契約を結びます。その際、公証�
人役場で公正証書を作成する。�

物忘れの回数が多いと感じるようになった。�

家庭裁判所に申し立てをする。� 家庭裁判所（必要な書類をそろえて）�

対象者�

後　見� 保　佐� 補　助�

申立が�
出来る人�
申立時の�
本人の同意�

精神上の障害に�
よって判断能力�
を欠く人�

本人、配偶者、4親等内の親族、検察官、市長村長など�

不　要� 必　要�

精神上の障害によ�
って判断能力が著�
しく不十分な人�

精神上の障害に�
よって判断能力�
が不十分な人�

重度� 軽度�

�

法
定
後
見
制
度�

任
意
後
見
制
度�

　
本
人
が
十
分
な
判
断
能

力
が
あ
る
う
ち
に
、
判
断

能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
、
あ
ら

か
じ
め
自
ら
が
代
理
人
を

選
ん
で
契
約
し
て
お
く
制

度
で
す
。�

　
そ
う
す
る
こ
と
で
本
人

の
判
断
能
力
が
低
下
し
た

後
に
、
事
前
に
契
約
で
決

め
て
お
い
た
事
務
に
つ
い
て
、

後
見
人
が
代
理
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
、
本
人
の
意

志
を
尊
重
し
た
支
援
が
可

能
に
な
り
ま
す
。�

　
現
に
判
断
能
力
の
不
十

分
な
状
態
に
あ
る
本
人
に

対
し
、
家
庭
裁
判
所
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
後
見
人
等
が
、

本
人
の
利
益
を
考
え
な
が
ら
、

代
理
の
契
約
や
違
法
な
契

約
の
取
り
消
し
な
ど
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
を

保
護
・
支
援
し
ま
す
。�

　
判
断
能
力
の
程
度
な
ど

に
よ
り
、
「
後
見
」
「
保
佐
」

「
補
助
」
の
三
つ
の
制
度

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。�

成
年
後
見
人
制
度
っ
て
？�

成
年
後
見
制
度
は

こ
の
よ
う
な
人
に
お
勧
め
！

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
本
人
が
結
ん
だ
契
約
に
つ
い
て

後
見
人
等
が
解
除
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

こ
の
制
度
は
申
し
込
み
を
さ
れ
て

か
ら
手
続
き
が
終
了
す
る
ま
で
数
ヶ

月
か
か
り
、
費
用
も
発
生
し
て
き
ま

す
。ま

た
、
書
類
も
そ
ろ
え
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
か
ら
早
め
に
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

22
―

6
8
3
8

社
会
福
祉
課

22
―

6
8
3
7

例：認知症のおばあちゃんが訪問販売で必
要もない高額な商品を買ってしまう



17 広報やまがた 2006.12

こ
れ
ま
で
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
、
よ
り
地
域
に
合
わ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

審
査
会
を
経
て
個
別
に
支
給
決
定

が
お
こ
な
わ
れ
る
「
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
と
組
み
合
わ
せ
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

利
用
の
手
続
き
方
法

申
請
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

支
給
決
定
後
、
利
用
開
始
と
な
り
ま

す
。利

用
料
は
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
の
一
割
で
す
が
、
個
別
の
減
免
も

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
避
け
て
は
と
お
れ
な
い
ス
ト

レ
ス
。
専
用
シ
ー
ト
で
自
分
の
対
人
関

係
パ
タ
ー
ン
を
知
り
今
後
の
お
付
き
合

い
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
対
人
関
係
パ
タ
ー
ン
と
ス
ト
レ
ス

と
の
付
き
合
い
か
た
」

▼
講
師

社
団
法
人
岐
阜
病
院

笠
原
憲
司
医
師

▼
日
時

十
二
月
五
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

三
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

心
に
病
が
あ
る
人
の家

族
の
つ
ど
い

日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
何
で
も
気
軽
に
話
せ
る
サ
ロ

ン
を
開
催
し
ま
す
。ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

お
話
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

十
二
月
十
三
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

三
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

▼
申
し
込
み

ど
ち
ら
も
前
日
ま
で
に

社
会
福
祉
課
へ
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

心
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

サービスの�
種類と内容�

☆身体障害者デイサービス�
　在宅で就労困難な身体障害者の
機能訓練や入浴・食事の提供をお
こないます。� ☆移動支援�

　日常生活で必要な外出および社
会参加のための移動介護をおこな
います。�

☆精神障害者地域活動支援�
　センター�
　専門職員による相談や、医療・
福祉との調整、創作活動、生産
活動、地域との交流をおこない
ます。�

☆障害者（児）相談支援�
　日ごろの生活に関すること、福祉サービスの利用に関する事など何でも
ご相談ください。�

☆日常生活用具の給付�
　ストマ等の日常生活用具を給付
します。�

☆コミュニケーション支援�
　聴覚障害者等に手話通訳者、要
約筆記者の派遣をおこないます。�

☆訪問入浴サービス�
　他の入浴の機会がない在宅の身
体障害者に、居宅を訪問し浴槽を
提供し入浴の介護をおこないます。�

☆日中一時支援�
　介護者が不在または家族の就労、
一時的な休息を支援するため、日
中に障害児・者の一時的な活動の
場を提供し見守りをおこないます。�

身体・知的�
精 神 障 害 �

山県市社会福祉課� 山県市高木1000-1�
22-6837

岐阜市平和通3-2-1�
058-210-2078

羽島市竹鼻町狐穴3018�
058-392-2800

岐阜市日野東4-10-18�
058-245-8168

岐阜市洞1026�
058-239-5838

岐阜市石谷字池田1330-1�
058-235-6080

総合生活支援センタークロス�

生活サポートはしま�

地域活動支援センター　ふなぶせ�

地域活動支援センター　鵜飼�

地域活動支援センター�
　　　　　　　　ザールせいすい�

知 的 障 害 �

精 神 障 害 �

（水）
（火）



伊
自
良
湖
周
辺
の
有
効
活
用
や
観
光
事

業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
し
て

い
く「
伊
自
良
湖
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
募
集
人
員

三
人
程
度

▼
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
産
業
振
興
課
へ
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
募
集
締
切

十
二
月
十
五
日
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

22
―

6
8
3
0
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12月 3 日（日） 市ソフトバレーボール大会

12月10日（日） 小学生バレーボール大会

12月17日（日） レディースソフト
バレーボール大会

12月24日（日） バレーボール
東海選抜大会（高体連）

12月25日（月） バレーボール
東海選抜大会（高体連）

総合体育館　　22- 6622【休館日　毎週月曜日】

▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
募
集
戸
数

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
一
戸

3
L
D
K
（
七
九
・
二
三
　
）

▼
家
賃

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

四
万
五
千
円
〜
八
万
八
千
三
百
円

▼
入
居
者
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
三
ヶ
月
以
内
に
結
婚
予
定

な
ど
）
が
あ
る
こ
と

◎
現
在
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◎
政
令
で
定
め
る
所
得
金
額

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

月
額
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と

▼
入
居
時
期

一
月
上
旬
予
定

▼
申
込
方
法

十
二
月
十
五
日
　
ま
で

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
管
理
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の
場

合
は
、
条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽
選
に

よ
り
決
定

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス
調

理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
管
理

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課
　
　
　

22
―

6
8
3
1

日
時

平
成
十
九
年
一
月
七
日
　

午
前
九
時
三
十
分
受
付
開
始

▼
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
対
象
者

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

※
学
業
お
よ
び
就
職
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

市
外
に
住
所
登
録
が
あ
る
人
で
、
山
県

市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

22
―

6
8
4
5

総合体育館
12月 スポーツイベント

（金）

（金）

（日）
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雪
の
降
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
大
変
な
豪
雪
で
除
雪
作
業
も

追
い
つ
か
ず
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
十
五
セ
ン
チ
以
上
の
積
雪
が

あ
っ
た
と
き
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

積
雪
が
あ
っ
た
場
合
、
朝
の
通
勤
時
間
に

間
に
合
う
よ
う
に
幹
線
道
路
か
ら
優
先
に

除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
植
木
や
プ
ラ

ン
タ
ー
が
道
路
上
に
は
み
出
て
い
た
り
、

道
路
へ
の
倒
木
を
撤
去
す
る
た
め
の
作
業

で
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
が
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
道
路
側
に
張
り
出
し
て
い
る
木
や
竹

は
、
雪
の
重
み
で
倒
れ
通
行
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。
所
有
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
伐
採
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
後
の
残
雪
が
出
入
り
口
に
残
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
道
路
交
通
の
早
期

確
保
の
観
点
か
ら
、
皆
さ
ま
で
除
雪
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
路
上
駐
車
や
普
通
タ
イ
ヤ
装
着
車
に
よ

る
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
通
行
障
害
は
、
除

雪
作
業
の
支
障
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
渋
滞
や
交
通
事
故
な
ど
を
引
き
起

こ
し
、
皆
さ
ん
に
多
大
な
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
降
雪
量
お
よ
び
場
所
に
よ
っ
て
は
、
道

路
除
雪
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
道
路
に
倒
木
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
や
む
を
得
ず
伐
採
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
土
木
事
務
所

道
路
維
持
課
・
施
設
管
理
課

0
5
8
―

2
6
4
―

1
1
1
1

建
設
課
　
　
　

22
―

6
8
3
2

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
は
相

手
の
言
う
事
を
聴
く
こ
と
で
あ
る
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

傾
聴
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
で
も

あ
り
ま
す
が
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
を
は

じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
重
要
な

要
素
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
場
所

岐
阜
県
福
祉
農
業
会
館
内6

階
研
修
室

0
5
8
―

2
7
7
―

6
8
3
7

▼
開
催
日

平
成
十
九
年
一
月
十
六
日
　

一
月
三
十
日
　

二
月
十
三
日
　

二
月
二
十
七
日
　

三
月
十
三
日
　

各
回
と
も
に
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

一
月
十
日
　
ま
で
に
精
神
保
健
福
　
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
カ
モ
ミ
ー
ル
」
の
会

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

T
E
L
＆
F
A
X

0
5
8
―

3
8
4
―

4
4
2
5

（水）

（火）
（火）

（火）（火）（火）
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年末の交通安全県民運動�

飲酒運転根絶キャンペーン�

12月11日（月）～20日（水）�

12月1日（金）�
　　　～1月31日（水）�

何かとお酒を飲む機会が多い師走。「ちょっ
とだけだから……。」という軽い気持ちが事故
を招き、取り返しのつかないことになります。
お互いに声をかけ合い、飲酒運転を絶対に

しないようにしましょう。
◆運動の重点
●飲酒運転等の危険・無謀な運転を追放する
● 夕暮れ時から夜間にかけての交通事故を防

止する
● シートベルトとチャイルドシートの正しい

着用を徹底する

問い合わせ先　総務課　　22-6820

無事故で年末　笑顔で年始

＊ご協力ください＊
毎年寒くなったこの時期、高齢者（65歳以上）

の独居世帯と高齢者世帯を対象に、身体の状態確
認（話したくないことは話さなくてもいいです）や
火災予防として火の元の点検などを行っています。

※訪問時に聴取したことは、災害時の消防業務に活用

し他には一切使用しません。

近年、悪質消火器点検業者が詐欺的手法で被害を広

げています。だまされないように注意しましょう。

＊消防署職員は、お金の
支払いを求めません＊

①消火器、住宅用火災警報器を買ってください。

②ガスコンロ・ストーブの点火状況などを点検し

たのでお金を払ってください。

こんな事を言われたら「変だな？」と気づいて

22-0119へ電話してください

●「山県市消防本部」の赤い車に乗って行く�

● 青色の帽子�

● 確認ができる本人の顔写真入りの消防手帳�

消防本部　　22-0119
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

で
市
内
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

現
況
の
家
屋
（
居
宅
・
倉
庫
・
車
庫
な

ど
）
と
お
手
元
の
課
税
明
細
書
を
照
ら
し

合
わ
せ
、
取
り
壊
し
済
み
の
家
屋
が
ま
だ

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
課
、
各

支
所
で
「
家
屋
取
り
壊
し
届
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
　

22
―

6
8
2
2

統
計
法
に
基
づ
き
毎
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。（
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
）調

査
は
、
十
二
月
か
ら
新
年
一
月
に
か

け
て
、
経
済
産
業
省
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　

22
―

6
8
2
0

助
産
師
を
交
え
て
、
妊
娠
・
出
産
の
話

や
、
妊
娠
期
に
必
要
な
栄
養
満
点
の
昼
食

を
作
り
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
同
士
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。（
※
託
児
あ
り
ま
す
）

▼
日
時

十
二
月
十
五
日
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
三
十
分

▼
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の

勉
強
会
・
調
理
実
習

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾

▼
申
込
方
法

十
二
月
十
二
日
　
ま
で

に
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　

22
―

6
8
3
9

十
二
月
か
ら
社
会
体
育
施
設
（
総
合
体

育
館
を
除
く
）
の
申
請
日
・
許
可
日
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
合
体
育
館
　
　

22
―

6
6
2
2

グリーンプラザみやま年末企画�

日 時�

会 場�

対　　象�

募集人数�

参 加 費�

持 ち 物�

受　　付�

申込�
・�

問い合わせ先�

小学生以上なら、どなたでもOK！�
（小学4年生までは保護者同伴）�

先着順20人（2人1組、1人でも参加可）�
1人　1,000円（材料費を含む）�
エプロン・三角巾・手ふきタオルなど�
12月1日（金）午前8時30分～�
グリーンプラザみやまコテージ村�
TEL/55-2615　FAX/55-2634

「お正月の寄せ植え」�
12月21日（木）�
（午前の部）午前10時00分～午前11時30分�
（午後の部）午後1時30分～午後3時00分�
各30人（応募者多数の場合は抽選）�
高富中央公民館　技術室�
2,000円（材料費）�
12月15日（金）必着�
往復ハガキに下記事項を記入して申し込み�
ください。�
①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号�
⑤午前か午後の希望�
①郵便番号　②住所　③名前�

第1回 12月10日（日）�
 午前9時～正午（受付8時40分～）�

第2回 12月17日（日）�
 午前9時～正午（受付8時40分～）�
�グリーンプラザみやま�
　　　　　コテージ村研修室�

※ご応募いただきましたハガキにつきましては、�
選考以外には使用いたしません。�

　お正月の寄せ植え教室を開催します。参加希望の人は、

往復ハガキでお申し込みください。�

　なお、結果は返信用のハガキにてお知らせします。市

内にお住まいの人を対象に1世帯1通の応募とします。�

■テ ー マ�
■開 催 日�
■開催時間�
�
■定　　員�
■開催場所�
■参加費用�
■申込締切�
■申込方法�
�
　【往信裏面】�
�
　【返信表面】�
■申込・問い合わせ先�
　〒501-2192 山県市高木1000番地1  山県市役所  総務課内�
 山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会�
 　　　  TEL/22－6820�
�
�

12月申請分
（1月使用分から）

変
更
後

10
日

17
日

変
更
前

15
日

25
日

申
請
日

許
可
日

（金）

（火）
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文化の里　花咲きホール
0581ー36ー2323
0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課

高富・美山中央公民館

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間

日　時 平成19年1月 14日（日）
開場　13 : 30 開演　14 : 00

場　所 文化の里花咲きホール
入場料 大人　1,000円　高校生以下　500円

※未就学児童入場規制あり
※当日券各500円増

【全指定席】
・サンサーンス『動物の謝肉祭』より

出演／山県市の子どもたち

・ベートーヴェン交響曲第九番『合唱』より第4楽章
出演／山県市第九を歌う会

日　時 1月 8日（祝）
開場　13 : 30 開演　14 : 00

入場料 大人　1,000円　高校生以下　500円
※未就学児無料【全自由席】

主催：山県フェスティバルバンド実行委員会

協力：花咲きホールボランティアスタッフ



12月 1月

26日（火） 28日（木）27日（水） 29日（金）

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り
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1. 衣類は、クリーンセンターで随時受け入れてい

ます、可燃ごみに出さないでください。

2. 衣類を出す場合は、紙、ビニール、生ごみなど

を混入しないでください。

3. 衣類を出す場合は、透明または半透明の任意の

ビニール袋に入れてください。

（山県市指定可燃ごみ袋に入れる必要はありません）

各家庭から排出される衣類は、循環型社会形成の一環としてリサイ
クルを原則とします。
衣類を出される時は次のことを遵守してください。

4. 搬入方法

■問い合わせ先 山県市クリーンセンター　　55－2202 55－2838

環境衛生課　　　　　　　　22－6828 22－6850

粗大ごみ受付センター　　23－0108

◆粗大ごみ受付センターは、12月29日（金）～1月3日（水）まで休業します。
◆クリーンセンターは、12月31日（土）～1月3日（水）まで休業します。
◆12月中は、粗大ごみ受付センターが混み合うことが予想されますので、7日前までに受付を済ませるよう
お願いします。

◆不燃ゴミ・粗大ごみを混入しないで下さい。

燃 え る ご み 収 集 日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ丘・田
倉・大北・石田町・山本・京ヶ
洞・双葉台・南屋敷・石畑・美
里・北町・栄町・仲町・共和
町・本町1～3丁目・星ヶ丘

収　　　集　　　区　　　域

佐賀・金池・見晴台・富岡・
梅原・桜尾・大桑

12月 1月

30日
（土）

31日
（日）

1日
（祝）

2日
（火）

5日
（金）

4日
（木）

通常通り

27日
（水）

通常通り

不燃ごみ・
粗大ごみの
クリーンセ
ンターへの
直接搬入

28日
（木）

通常通り
（事業系ごみの
直接搬入は、
午後4時まで）
最終受付日

29日
（金）

28日（木）

までに受

付済の方

のみ

30日
（土）

31日
（日）

1日
（祝）

3日
（水）

2日
（火）

28日（木）

までに受付

済の方のみ

午前中まで

休　　み

休　　み

28日（木）
までに受付
済の方のみ

乾・富波・西武芸

全　　　域

北山・　原・谷合・北武芸

高富地域

美山地域

伊自良地域

通常通り

通常通り

通常通り

通常通り

5日（金）3日
（水）

通常通り

通常通り

通常通り

4日（木）

通常通り

通常通り

クリーンセンター
谷合2457番地

分別回収（衣類を含む）
市役所北側の車庫棟前

月～金曜日
午前8時30分～

午後4時
ただし、祭日は除く

6月、9月、12月、3月

の第4日曜日



優しい香りがしてきそう……
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子育てママの学びと交流を目的として、子育て教室などを開催します。
みんなで楽しく子育てしましょう。

問い合わせ先
生涯学習課　　22―6845

香
り
会
館
の
農
園
で
と
れ
た
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
を
使
っ
た
し
め
縄
で
、
ほ
ん
の

り
香
り
の
す
る
お
正
月
飾
り
が
作
れ
ま

す
。ま

た
、
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
ハ
ー
ブ
レ
ン

ド
で
は
ラ
ン
チ
を
始
め
ま
し
た
。
地
元

産
の
食
材
を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を
メ

イ
ン
に
し
た
ラ
ン
チ
や
、
ハ
ー
ブ
を
使

っ
た
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
予
約

ラ
ン
チ
は
二
人
以
上
で
一
週

間
前
ま
で
受
け
付
け

▼
開
館
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
休
館
日

毎
週
火
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

香
り
会
館
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5
4
0
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ハ
ー
ブ
レ
ン
ド

27
―

3
9
4
4

日

15日�

時　間

10：00～

内　　容

おもちゃづくり
同形のペットボトル350� 2本

22日� 10：00～ 合同クリスマス会

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。※託児あります

◆対　象 子育てにかかわる人どなたでも
◆日　時 12月7日（木）午前10時～正午
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「現代家庭において

父親がなすべきこと」

12月の家庭教育講座

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
し
め
縄

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

12月の子育て教室＆子育てサロン

12月の読み聞かせ教室

高富中央公民館

日

08日�

時　間

10：00～

内　　容

冬の病気について
（講師は保健師さん）

22日� 10：00～ 合同クリスマス会

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

日

14日�

時　間

10：00～

内　　容

リースづくり

21日� 10：00～ クリスマス会

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

美山中央公民館

日

08日�

時　間

10：00～

内　　容

メイクを楽しもう

22日� 10：00～
クリスマス会
おやつ実費あり
同形のペットボトル350� 2本

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

伊自良老人福祉センター

【わくわくランド】
◆会　場 高富中央公民館図書室　 22－3351
◆日　時 12月 9 日（土）午前10時30分～

【みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室】
◆会　場 みやまジョイフル倶楽部　�55－2608
◆日　時 12月 2 日（土）午前10時～

12月15日（金）午前10時～

【お話しピーチク読み聞かせ】
◆会　場 伊自良図書館　�36－3339
◆日　時 12月 2 日（土）午後2時～

12月 9 日（土）午後2時～
12月16日（土）午後2時～
12月23日（土）午後2時～

（金）

（金）

（金）

（金）

（木）

（木）

（金）

（金）



出前児童館のご案内

花餅づくり
（高富公民館集合・解散）
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高富児童館 22-4750

◆場　所 伊自良老人福祉センター
（現地集合・解散）

◆時　間 午前10時00分～午前11時30分

14日（木） 28日（木）

食育エプロン教室
【持ち物】材料費300円・エプロン・三角巾

※託児あります

お休みです

毎月3日午前9時からになりました（電話での受付もできます）
3日が月曜日の場合は、次の日になります。

【持ち物】エプロン・手ふきタオル
お茶

09日（土） 09：30～12：00 20人

将棋クラブ

【持ち物】ハンカチ・お茶
10日（日） 09：30～11：00

クリスマスバージョンをつくろう

【持ち物】タオル・お茶
06日（水） 10：30～11：30

劇団ケロケロの方と
楽しくすごそう

【持ち物】タオル・お茶
20日（水） 10：30～11：30

アレンジフラワー教室
（かわいいツリーを作ろう）

【持ち物】材料費500円・はさみ
16日（土） 10：00～11：00 10人

将棋クラブ

【持ち物】ハンカチ・お茶
24日（日） 09：30～11：00

市内の小学生だれでも参加できます。
一緒に遊びましょう。

学 童 行 事 ピヨピヨクラブ（1歳児）
ケロケロクラブ（2歳児）合同

幼児クラブ

もうすぐお正月
親子しめ縄づくり

子どもげんきはうす 23-2323

【持ち物】ハンカチ・お茶・紙袋・
ある人はハサミ・ペンチ

24日（日） 10：00～12：00 10組

クリスマス会を楽しもう

【持ち物】ハンカチ・お茶
09日（土） 10：00～11：30 50人

花餅づくり
（指導：老人クラブ）

【持ち物】エプロン・手ふきタオル・
お茶

10日（日） 09：30～11：30 20人

クリスマス会

【持ち物】お茶
12日（火） 10：30～11：30

パン教室
（富岡公民館集合・解散）

【持ち物】材料費300円・ハンカチ・タッ
パー・お茶・エプロン・三角巾

16日（土） 09：15～11：30 15人

学 童 行 事
いちごクラブ（1歳児）

クリスマス会

【持ち物】お茶
13日（水） 10：30～11：30

めろんクラブ（2歳児）

幼児クラブ

参加者は、12月3日午前9時より申込受付を開始します。
（電話での受付もできます。）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※詳しいことは各施設におたずねください。

◆問い合わせ先
＊子どもげんきはうす
（子育て支援センター） 23-2323
＊高富児童館 22-4750
＊社会福祉課 22-6837

まちがえ�
ないでね�

市内の小学生だれでも参加できます。
一緒に遊びましょう。
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25日（月）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

12月

15日（金） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

21日（木） 13:00～15:00
ふれあい

センター

※多重債務関係の相談は弁護士相
談で受け付けます

行政相談

14日（木） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

弁護士相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

12日（火） 10:00～15:00 美山中央公民館

社会保険相談

21日（木） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談 3日（日）

10日（日）

17日（日）

23日（祝）

24日（日）

あらいクリニック 山県市高富

宇野クリニック 山県市伊佐美

遠渡内科 山県市東深瀬

ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富

もりこどもクリニック 山県市東深瀬

0581―23―1188

0581―27―2100

0581―27―2888

0581―22―0288

0581―23―0321

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

14日（月）

18日（金）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

（伊）老人福祉
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

14日（月）ふれあいセンター

すこやか相談（予約必要）
健康課　　22―6839

21日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談（予約必要）
社会福祉課　　22―6837 07日（木）受付13:15～14:00

子宮頚がん検診（集団検診）

11日（月）

ふれあい
センター

受付13:15
～14:00

ふれあい
センター

18日（月）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

乳がん検診（集団検診）

BCG

予防接種

20日（水）受付13:00～13:15
ふれあい

センター

乳幼児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

11日（月）受付10:00～11:00
構造改善

センター

19日（火）受付10:00～11:00
（伊）老人福祉

センター

乳幼児相談

10・11か月児健診

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター、「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター、「構造改善セ

ンター」は美山構造改善センター

十
二
月
二
十
四
日
　
の
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ
た
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
が
あ
な
た
の
家
に
や
っ
て

き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
お
子

さ
ん
の
名
前
と
年
齢
を
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

小
学
校
三
年
生
ま
で

▼
申
し
込
み
先

〒
五
〇
一
―
二
一
〇
五

高
富
二
二
〇
八
番
地
十
四

「
山
県
市
商
工
会
青
年
部
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

▼
申
込
締
切
日

十
二
月
二
十
日
　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

当
選
者
に
は
十
二
月
二
十
一
日
　
に

電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
商
工
会

22
―

3
9
3
9

13日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

16日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

山
県
市
商
工
会
青
年
部
主
催�

（日）

（水）（木）
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12月の�

～1月9日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出をさ
れた、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、掲載
をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡ください。

高　富

佐　賀

東深瀬

西深瀬

上　願

松　尾

小　倉

船　越

岩　佐

中　洞

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

10月届出分

高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

梅　原

上　願

藤　倉

柿　野

中　洞

高　富

東深瀬
西深瀬
椎　倉
伊佐美
梅　原
大　桑

松　尾

小　倉
谷　合

徳　永
田　栗
柿　野
青　波
岩　佐
中　洞

3 0 , 9 5 0 人（－33人）

男　 1 5 , 1 6 4 人（－22人）

女　 1 5 , 7 8 6 人（－11人）

世 帯 数　 1 0 , 0 0 3 戸（＋05戸）

前月比

人口の動き（平成18年11月1日現在）

24日
缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ・
ダンボール・新聞・
衣類・雑誌

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日
ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

7日
（1月5日） 20日

21日

18日

19日

12日
13日

14日
15日

22日

26日
27日

4日
（1月9日）

1日
（1月5日）

4日
（1月9日）

5日

6日

21日

15日

19日

25日

19日

18日

28日

26日

28日

22日

1日
（1月5日）

11日
（1月8日）

12日
（1月9日）
2日

（1月6日）

13日

12日
（1月9日）

14日

9日

16日

20日

20日

8日

6日
（1月5日） 7日

11日5日
（1月5日）

4日
（1月5日）

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）

10月の来庁者　9人
�場　所　市役所　徴収対策室
�時　間　午後9時まで
�問い合わせ先　　徴収対策室　　22－6843

税金は納期限までに納めましょう
10月末までの差押件数……累計35件

「夜間納付窓口」および
「夜間納税相談窓口」開設日
今月は25日（月）です
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▼
二
年
前
の
国
語
の
時
間
に『
ス
ー
ホ
の
白
い

馬
』を
学
習
し
た
時
、馬
頭
琴
の
音
を
聞
き
た

い
と
オ
ユ
ン
ナ
さ
ん（
モ
ン
ゴ
ル
出
身
）に
出
し

た
当
時
二
年
生
の
手
紙
が
き
っ
か
け
で
演
奏
会

が
実
現
▼
十
一
月
十
二
日
、児
童
の
他
、地
域

住
民
ら
も
集
ま
り
約
二
百
五
十
人
が
参
加
。

オ
ユ
ン
ナ
さ
ん
と
モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
楽
器
演
奏

グ
ル
ー
プ
の
演
奏
を
聴
い
た
▼「
ま
る
で
馬
の

鳴
き
声
を
聞
い
て
い
る
よ
う
な
音
色
」「
大
き

な
馬
頭
琴
に
も
感
激
し
た
」と
喜
ぶ
児
童
ら
。

何
よ
り
も
オ
ユ
ン
ナ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
馬

頭
琴
は
地
域
の
宝
物
に
な
っ
た
▼
児
童
ら
の
熱

い
思
い
は
異
国
ま
で
届
い
た
。
夢
は
、か
な
う

も
の
。
そ
う
信
じ
て
い
い
と
思
い
ま
し
た
。（
桐
）

▼
先
輩
か
ら「
取
材
に
」と
言
わ
れ
現
地
へ
、緊

張
し
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
、自
分
に
納
得
。
帰

っ
て
画
像
を
確
認
す
る
と
ほ
と
ん
ど
が
手
ぶ

れ
の
写
真
で
シ
ョッ
ク
▼
シ
ョッ
ク
と
い
え
ば
健

康
診
断
の
脂
質
の
数
値
結
果
。
数
値
の
高
さ

に
が
く
ぜ
ん
。
高
校
ま
で
の
体
形
に
戻
そ
う
と

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
思
っ
て
も
、外
の
寒
さ
に
負
け

て
こ
た
つ
で
み
か
ん
。
誰
か
、簡
単
な
ダ
イ
エ
ッ

ト
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
橋
）
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部
で
盛
ん
で
あ
っ
た
林
業
・
製
材
業

や
紙
漉
・
炭
焼
き
・
焚
き
物
な
ど

の
生
業
を
基
盤
に
し
た
生
産
と
、

市
域
以
南
の
消
費
地
岐
阜
町
な
ど

の
平
野
部
と
の
交
流
を
背
景
に
、

南
北
交
通
路（
高
富
街
道
・
洞
戸

街
道
・
大
桑
街
道
・
伊
自
良
街

道
＝
現
在
の
国
道
二
五
六
号
や
主

要
地
方
道
岐
阜
美
山
線
）と
、東

西
交
通
路（
関
谷
汲
み
ち
・
越
前

街
道
＝
現
在
の
主
要
地
方
道
関
本

巣
線
や
国
道
四
一
八
号
）が
交
差

す
る
高
富
・
岩
佐
・
谷
合
で
は
、近

代
ま
で
に
在
郷
町
が
成
立
し
、今

も
そ
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

現
在
に
至
っ
て
は
、市
域
は
古
代

以
来
の
旧
美
濃
国
山
県
郡
域
と
領

域
を
若
干
異
に
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
昭
和
二
五
年
の
郡
界
変
更
と
同

三
〇
年
の
七
村
合
併
に
よ
る
山
県

郡
美
山
村
の
成
立
に
よ
り
、旧
国

武
儀
郡
域
で
あ
っ
た
西
武
芸
・
北

武
芸
・
乾
地
域
が
山
県
郡
に
編
入

し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、現

岐
阜
市
北
東
部
を
成
す
旧
厳
美
・

山
県
・
春
近
村
の
三
輪
地
域
は
旧

国
山
県
郡
で
し
た
。

「
関
ヶ
原
の
戦
い
」後
、江
戸
幕

府
の
成
立
か
ら
四
百
年
が
経
過
し

ま
し
た
。こ
の
間
、私
達
や
先
人
達

を
取
り
巻
く
社
会
や
そ
の
環
境

は
、大
き
く
変
遷
し
て
い
き
ま
す
。

近
世
に
は
、当
地
域
の
多
く
が

天
領
と
尾
張
藩
領
に
属
し
ま
し
た

が
、一
部
で
岩
村
藩
領
が
展
開
し

ま
し
た
。
ま
た
、市
域
南
部
で
は
、

一
万
石
の
小
大
名
本
庄
氏
の
高
富

藩
領
が
置
か
れ
ま
し
た
。

近
代
に
入
る
と
、幕
藩
体
制
を

崩
壊
さ
せ
、社
会
的
・
政
治
的
変
革

に
よ
り
、封
建
社
会
か
ら
資
本
主

義
社
会
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
代
の
出
来
事
は
、地
域

の
古
老
達
に
よ
り
直
接
、ま
た
は

親
か
ら
子
そ
し
て
孫
へ
と
、間
接
的

に
語
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

祖
父
母
か
ら
聞
か
さ
れ
た
戦
時

中
の
話
や
、被
災
者

に
よ
る
明
治
二
四
年

の
濃
尾
震
災
、昭
和

五
一
年
の
九
・
一
二

水
害
時
の
話
な
ど
、

手
厚
く
保
護
さ
れ
て

き
た
資
料
・
写
真
な

ど
と
併
せ
、そ
の
悲

惨
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
社
会
情

勢
の
中
、伝
統
的
産

業
や
流
通
交
通
と
い

っ
た
地
域
社
会
の
構

造
は
、構
築
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

市
域
北
部
の
山
間

〜
後
生
へ
の
贈
り
物
〜

急
速
に
変
化
を
遂
げ
た
近
世
か
ら
近
代
、
そ
し
て
現
代
へ

地域住民から話しを聞きながら、発掘調査を進めるスタッフ
（平成18年11月大桑地内）

そ
し
て
、平
成
一
五
年
四
月
一

日
に
は
、山
県
郡
高
富
町
・
伊
自

良
村
・
美
山
町
の
二
町
一
村
が
合

併
し
、山
県
市
と
し
て
市
制
が
施

行
さ
れ
現
在
に
至
り
ま
す
。

近
年
の
急
速
に
変
化
を
遂
げ
る

社
会
情
勢
の
中
で
、世
代
間
の
交

流
に
よ
り
、先
人
達
か
ら
連
綿
と

伝
え
ら
れ
保
護
さ
れ
て
き
た
歴
史

や
そ
の
大
切
さ
を
、私
達
は
見
失

い
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
的
風
土
の
中
で
培
わ
れ
た

過
去
の
文
化
を
通
じ
て
、市
民
が

そ
の
今
日
的
意
義
を
考
え
、価
値

を
理
解
す
る
と
と
も
に
、将
来
の
文

化
的
発
展
の
た
め
に
、保
護
・
伝

承
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
の
意
義

は
、重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

し
て
、私
達
の
後
生
が
古
里

の
未
来
を
築
い
て
い
く
た
め
の
契

機
、そ
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い

や
み
ま
せ
ん
。

五
月
号
か
ら
連
載
し
て
き
た
、

あ
と
か
ら
生
ま
れ
た
者
へ
と
語
り

継
ぐ
「
後
生
へ
の
贈
り
物
」
は
、

十
二
月
号
で
終
わ
り
ま
す
。

FAX


